
平成19年2月7日  

エイズ動向委員会の結果報告について  

1 本日の委員会では、平成18年10月2日より平成18年12月31日までの感染症   

法に基づく患者・感染者報告並びに平成18年10月1日から平成18年12月31日   

までの任意報告を解析した。  

2 平成18年10月2日より平成18年12月31日までの間に感染症法に基づき報告   

された新規エイズ患者数は85件、新規HIV感染者数は235件であった。   

患者85件、感染者235件の内訳は、  

（D 感染原因別では、異性間の性的接触による患者26件、感染者56件、同性間の性   

的接触による患者44件、感染者154件、静注薬物濫用による患者1件、その他の   

原因による患者2件、感染者8件、原因不明の患者12件、感染者17件であった。  

② 性別では男性患者78件、感染者212件、女性患者7件、感染者23件であった。  

③ 年齢区分別では、患者は20代9件、30代31件、40代10件、50歳以上3   

5件、感染者は10代5件、20代61件、30代91件、40代46件、50歳以   

上32件であった。  

④ 国籍別では日本人患者77件、感染者213件、外国人患者8件、感染者22件で   

あった。  

⑤ 感染地域別では、国内で感染した患者67件、感染者207件、海外で感染した患   

者8件、感染者16件、感染地域不明患者10件、感染者12件であった。  

3 患者85件、感染者235件のうち   

① 異性間の性的接触による患者26件、感染者56件のうち日本人男性は、患者21   

件、感染者35件、日本人女性は、患者3件、感染者12件であった。  

また、外国人男性は、感染者3件、外国人女性は、患者2件、感染者6件であった。  

同性間の性的接触による患者44件、感染者154件のうち日本人男性は、患者42   

件、感染者147件であった。  

また、外国人男性は、患者2件、感染者7件であった。  

② 日本人男性患者73件のうち20代6件、30代28件、40代8件、50歳以上   

二∋1件、日本人男性感染者200件のうち、10代5件、20代45件、30代80   

件、40代44件、50歳以上26件であった。  

また、日本人女性患者4件のうち30代1件、50歳以上3件、日本人女性感染者   

13件のうち、20代5件、30代5件、50歳以上3件であった。  
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③ 外国人男性患者5件のうち、20代1件、30代2件、40代1件、50歳以上1   

件、．外国人男性感染者12件のうち、20代6件、30代2件、40代2件、50歳   

以上2件であった。  

圭た、外国人女性患者3件のうち、20代2件、40代1件、外国人女性感染者1   

0件のうち、20代5件、30代4件、50歳以上1件であった。  

④ 国内感染による患者67件のうち日本人男性が61件、日本人女性が3名、外国人   

男性が3件であった。  

また、国内感染による感染者207件のうち日本人男性が187件、日本人女性が   

11件、外国人男性が6件、外国人女性が3件であった。  

⑤ 海外感染による患者8件のうち日本人男性が4件、外国人男性が2件、外国人女性   

2件であった。  

また、海外感染による感染者16件のうち日本人男性が9件、日本人女性が1件、   

外国人男性が2件、外国人女性が4件であった。  

4 任意報告により   

① キャリア等からエイズ患者になったとの報告は1件であった。   

② 患者・感染者の死亡は、AIDSが原因の1件、それ以外の3件であった。  

5 平成18年1月から12月末までの保健所等におけるHIV抗体検査件数は   

93，497件、うち自治体が実施する保健所以外の検査件数は23，053件、保健   

所における相談件数は173，651件であった。  

6 平成18年1月から12月末日までの献血件数4，987，857件（速報値）のう   

ち、HIV陽性件数は87件であった。  
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平成19年2月7日  

委員長コ メ ント  

【平成1さi年第4四半期】  

1 今回の報告期間は平成18年10月2日から平成18年12月31日までの約3か月である。   

法定報告に基づく新規HIV感染者報告数は235件（うち男性212件、女性23件。前   

回報告233件、前年同時期195件）で、平成18年第2四半期の248件に次いで過去2   

位となった。  

一方、新規AIDS患者報告数は85件（うち男性78件、女性7件。前回報告107件）   
で、前年同時期の新規AIDS患者報告数は89件である。   

2 感染経路別に見ると、新規HIV感染者では同性間性的接触によるものが154件（全   

HIV感染者報告数の約66％）と最も多く、そのうち147件が日本国籍男性であった。   

また、異性間性的接触による新規感染者報告数は56件（全HIV感染者報告数の   
約24％、うち男性38件、女性18件）である。   

一方、新規AIDS患者では同性間性的接触によるものが44件（全AIDS患者報告   

数の約52％）、異性間性的接触によるものが26件（全AIDS患者報告数の約31％、   

うち男性21件、女性5件）となっている。   

年齢別では、新規HIV感染者は20～30代が多数（約65％）を占め、新規AIDS   

患者は30～50代と広く分布している。   

要約すると、感染者・患者とも90％以上を男性が占め、その中でも同性間性的接触に   
よる感染が半数以上（約68％）を占めている状態である。   

3 平成18年10月～12月末までの保健所におけるHIV抗体検査件数は31，141件、自   

治体が実施する保健所以外の検査件数は6，308件、保健所における相談件数は53，043件   
となっており、いずれも前回及び前年同時期よりも大幅に増加した。   

【平成18年 年間報告（速報値）】  

◇ 第105回～第108回動向委員会への報告数（平成18年1月2日～平成18年12月31   
日）を集計して、平成18年1年間を通しての数値を速報値として報告する。   

4 平成18年1年間の新規HIV感染者報告数（速報値）は914件、新規エイズ患者報告   

数は390件、合わせて1，304件（一目あたり3．6件）で、いずれも昨年までの速報値及   

び確定値と比較して過去最高を記録した。   

※速報値の最高は、平成17年のHIV感染者778件、平成16年のエイズ患者366件。  

合計は平成17年の1，124件。   

※確定値の最高は、平成17年のHIV感染者832件、平成16年のエイズ患者385件。  

合計は平成17年の1，199件。   

5 平成18年1年間の保健所等におけるHIV抗体検査件数（確定値）は、116，550件（前   
年100，287件）で、昨年に引き続き10万件を超え過去10年間において最多件数となっ   

た。相談件数は173，651件（前年同時期161，474件）であった。  
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6 平成18年1年間の献血件数（速報値）は4，987，857件（昨年5，312，830件）で、その   

うちHIV抗体・核酸増幅検査陽性件数は87件（昨年78件）であった。10万件当たり   

の陽性件数は1．744件（昨年1．468件）で、前年より増加した。   

7 新規HIV感染者報告数を感染経路別に見ると、男性同性間性的接触は依然半数を超   

えている。また年齢別では、20～40代にHIV感染が広がっているものの、前年と比べ   

て30代以上の増加傾向を認めた。このような傾向と、検査・相談件数の増加が、6月に   

実施したHIV検査普及週間以降も持続し、さらに世界エイズデー期間前後にかけて増   

加していることを合わせて考えると、利用者の利便性に配慮した検査・相談事業による   

検査体制の整備について一定の成果が認められる。一方で、検査・相談件数が減少に転   

じている自治体もあり、今後も全国的に検査・相談件数の増加傾向が持続するのか注視   

していく必要がある。   

8 各自治体においては保健所等を中心に、さらに利用者の利便性（夜間・休日等）に配   

慮した検査・相談事業を推進することが重要であり、HIV感染の早期発見による適切   

な治療の促進と感染拡大の抑制に努める必要がある。   

各自治体（特た重点都道府県等）においては、今回の発生動向を考慮しつつ、エイズ   

対策推進協議会を開催し、予防も含めたエイズ対策計画を早急に策定の上、より一層の   

エイズ対策を推進されたい。  

また、国民はHIV・AIDSについての理解を深め、積極的に予防に努め、HIV   

抗体検査の早期受診に努めるべきである。  
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HIV感染者－エイズ患者新規報告数の年次推移（速報値版）  

イズH17367  

※平成18年は速報値  
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＊1両性間性的接触を含む。  
＊2輸血などに伴う感染例や推定される感染経路が複数ある例を含む  
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HIV検査・相談件数の月別推移  
【検査】  （件）  

16．000  

14，000  

12，000  

10，000  

8，000  

6，000  

4，000   
2   3   4   5   6   7   8   9  10    12   

7，899  8．140  7，765  7，138  7，890  10，957  9，478  10，019  9，815  10，107  11，869  15．473   

－一重点都道府県  4，981  5，031  4，820  4，524  4，976  6，460  5，973  6，159  5，899  6，217  7，170  8，700  
一●一全国  

全国計 平成18年116，550件（平成17年100，287件）前年比＋16．2％  

【相談】  （件）  

20．000  

18，000  

16．000  

14，000  

12．000  

10，000  

8，000  

6，000   5月  6月  7月  8月  9月  10月  11月  12月  

12，292  12，759  12，554  11，484  12，611  15，318  13，823  15，124  14，643  15，256  17，062  20，725   

一一重点都道府県弓8，220   8，576  8，223  7，762  8，354  10，372  9，618  10，194  9，906  10．385  11，595  13，893  
一●一全国  

全国計 平成18年173，651件（平成17年161，474件）前年比＋7．5％  

※「重点都道府県」は特に感染者・患者の多い10都道府県（茨城県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県、  

長野県、愛知県、大阪府、沖縄県）の合計  
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世界エイズデー前後4週の保健所等における検査件数の推移（全国）  

第1週   第2週   第3週   第4週   合計   

平成17年   1，818   3，458   4，601   3，185   13，062   

平成18年   2，452   3，983   5，391   3，643   15，469   

増加率   1．35   1．15   1．17   1．14   1．18   

〔参考〕  

（1）保健所設置自治体129カ所のうち、上記期間の検査件数が  
前年を上回った自治体＝・90自治体   

（2）世界エイズデー前後に検査体制（夜間・休日・迅速）を強化した  

自治体90カ所のうち、上記期間の検査件数が前年を上回った  
自治体＝t67自治体  
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エイズ予防のための戦略研究の概要  

エイズ患者の増加サイクル  エイズ予防戦略  

HAARTの   

普及  

HIV抗体  

検査受検  

者・エイ  

ズ発症者  

を効果的  

に調査す  

ることを  

目的  

アウトカム：HIV検査受検者数を2倍・AIDS発症者数を  
25％減少  

対象：課選1 首都圏及び阪神圏の男性同性愛者  
課題2 首都圏在住者  

主要評価項目：HIV抗体検査受検者・AIDS発症者数  
広報戦略：毎年、効果的な少数のメッセージを、期間集  

中的に多方面から発することを基本  

不適切な性的接触：コンドームの非使用  

隠れたH川感染：H】V抗体検査受検者は感染  
者の2割程度と推定。  

エイズ発症：H川感染・エイズ未発症者に対  

するHAARTのエイズ発症予防効果  

は非常に高い。  

肺
彗
一
－
（
N
）
 
 
 



国家目標の設定について  資料1－（3）  

≡≡垂 

2005 ゲレントゲルスG8首脳会議  

国連世界サミット  

ユニバーサルアクセス  

2010年までに治療を必要とする全ての人に治  

「政治青書l   

O趣旨：  

「川∨ノエイズコミットメント宣言」以降に実施された川∨／エイズ対策をレビューし、ミレニアム  

開発目標やコミットメント宣言に盛り込まれた各種目標に向け各国と国際社会の取組に政  
治的弾みを与える   

○達成目標：  

「川∨／エイズの蔓延を2015年までに食い止め、その後減少させる」とのミレニアム開発目  

標を達成すべく、2001年のコミットメント宣言と2005年世界サミット成果文書の諸目標を実  

現する。   

○主な施策こ  
・市民社会、感染者、患者団体、民間セクターの積極的参加・関与  
・治療のみならず、予防・ケア・サポートへの包括的対応  
・一層の資金調達  
・2006年内に国家目標を設定  
・若者の感染予防に関する対策の拡充  
・女性感染者への治療拡大、母子感染予防の拡充、女性への暴力防止  
t子供のケア、小児用治療薬の開発促進  
・ワクチン、新薬の開発促進  
・国連事務総長年次報告にコミットメント宣言の実施状況を含める  

・2008年と2011年に2006年政治宣言の実施にかかる包括的レビュー  

2010年までに治療を必要とする全ての人に治療を提供  

川V／エイズの蔓延を2015年までに食い止め、その後減少させる   

今後の目標  
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